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・トイレトレーニング　月齢の
高いクラスだったので、5月
から早めに取り組んだ
・軽くリズム遊び　お帰りの歌
の後にピアノに合わせて、行
進したり、飛んだり、キラキラ
したり、短い時間で集中力が
ついたら良いなと思い取り組
んだ
・布団を自分で敷く　お昼寝
を嫌がる子が少なかった

・残飯が多い　食の細い子が
多いので、2学期からはもう
少し、おかず野菜が、食べれ
る様にしていきたい。

・運動会のお稽古を遊びの中
に取り入れていきたい
・食に興味が持てる様に、絵
本など読んでいきたい

・トイレトレーニングがあと2
人です。良いタイミングでみん
なとることが出来た。
・朝の挨拶の時に、質問をす
る。恥ずかしがる子もいる
が、思っていることを言えて
いる。

・おしゃべりが上手くなってき
ているが、自己主張も激しく、
場所の取り合い、物の貸し借
りが上手くいかないなど、ト
ラブルが増えている。
・ひとつひとつ、お話ししなが
ら、一緒に解決できるように
取り組んできた。
・場所で揉める時は、どこに座
りたいか聞いて
指定席にするなど、策を講じ
てきた。

・3学期の、音楽会に向けて無
理のないように進めていきた
い。みんなが歌える曲が良
い。楽しく取り組む。
・お話しを集中して聞けるよ
うに、新しい手遊びを取り入
れたり、小さい声で話してみ
たり、口パクをしてみたり工
夫している。ウロウロしなが
らも、話を聞けているので良
し。

・音楽参観は今年も手作り楽
器で演奏しました。自分で
作った楽器を大切にして演奏
する姿が見られた。張り切っ
て演奏できた。
・1学期から線の上を曲に合
わせて歩く遊びをしていたの
で練習しなくても自然に出来
た。
・気候の良い日は、なるべく
お外でたくさん遊ぶように心
掛けてきた。（みんな体力が
有り余っている為）体力作り
も兼ねて。

・食の細い子が多い為、給食
の進め方が難しかった。

・次はまた、月齢の低いクラス
にもどる予定なので、ゆっく
りペースで生活中心で保育を
進めていきたい。

初めて親から離れて不安な子
ども達に私自身担任の存在に
安心してもらえるよう子ども
達に好きな気持ちや嬉しいの
気持ちを言葉で伝えたり、ハ
グをしたり、笑顔で接し一緒
に沢山遊ぶように心がけた。
その結果、泣いて登園するこ
とも無くなり、先生好きや、幼
稚園楽しいと保護者からの報
告も頂き、信頼関係を作る事
が出来た。

少しずつ笑顔で遊べるように
なってきたが、お友達との交
流の楽しさも知ってもらえる
よう私も一緒に関わりながら
伝えていきたい

まだ少し緊張してる子や大人
しい子も楽しめるように引き
続き声かけやスキンシップ、
一緒遊びを入れていきたい

子ども同士が成長していく中
で私が前で引っ張るのではな
くて全体的に後ろから見守り
ながら必要な環境づくり（オ
モチャの提供、困っていそう
な時の助言、）をすることで自
然に横のつながりが広がって
いくことができた。

トイトレがまだの子どもが5
人。やり方を変えてはいるが
まだまだ到達できない。3学
期終わりまでには全員クリア
したい

子ども同士の輪が広がってき
ている中でみんなで遊べる
ゲーム遊びを取り入れて、楽
しく午後からの保育も充実さ
せたい

常に担任も入り遊びを取り入
れることで園生活（初めての
集団生活）が楽しいと感じて
もらえた

集団生活の中でフォローが必
要な子への対応を後一歩取り
入れていきたい

支援の必要な子に対する言葉
掛けや対応策を学び実践して
いく

７名でスタートしたクラスは、
月齢差もあり毎日登園の子が
いても、まだまだ成長に個人
差を感じます。週2回登園の
子がまず園に慣れる、保育士
に慣れる、次に園生活のリズ
ムに慣れる
これらの基本的な事に重点を
置いて保育を進めてきまし
た。その為に日々温かく迎え
入れ、少しでも不安を取り除
けるよう言葉掛けをたくさん
行い、一人一人を注意深く観
察していました。今では皆泣
かずに登園し、ある程度園生
活に慣れてきたので、二学期
は個々の成長に合わせて基本
的な生活の自立を促していき
たいと思います。

①生活面の自立
自分で出来る事が増えるよう
こちらが全てやってしまうの
ではなく、手助けしてもらい
ながら一人でやってみる。
②友達とあそぶ
一人遊びから、周囲の友達を
認識して一緒に遊べるよう
に、保育士が仲介していく

やってみたいこと
　くっきーぐみとの合同保育
となり、人数が増えたので少
人数では出来なかった簡単な
ゲームや遊びなど楽しく盛り
上がる事がしたいです。

くっきーぐみとの合同保育で
は、M先生が主となり保育を
進めてもらい、今学期は補助
的立場で関わってきました。
月齢差のあるくっきーさんと
ぷりんの子では、やはり成長
の幅に差を感じます。そのせ
いで保育がスムーズに運ばな
い事が多々あり、少し申し訳
なさを感じる日々ですが、こ
れまでと同じく個々に対する
繰り返しの丁寧な言葉掛け
と、成長に合わせた生活習慣
の自立を促していけるように
保育に関わっていきたいと思
います。

○生活習慣の自立
1人で出来ることが増えてき
たので
出来ることを確実なものにし
ていく。
○友達と仲良く遊ぶ
自己主張が強くなることで、
トラブルも増えるので仲良く
遊べるように計らう

最近になって、友達を認識し
始めて一緒に遊んだり話した
りするようになったので、ク
ラスで１つの事を(ゲーム、遊
び)行うのはまだ時間がかか
りそうです。3学期になれば
もっと言葉が増えて意思疎通
もスムーズになり、個から集
団へ変化が見られると思いま
す。それまでは保育士として
寄り添い見守っていきたいで
す。

3学期当初はクラスが落ち着
かず、しばらくは不安な日が
続きました。三木先生も同じ
思いで数日間クラスを分けて
みようという事になりまし
た。また、ぷりんぐみ3名で保
育をした日もありました。そ
の後、くっきー組が落ち着き
始め合同で保育をするように
なり、ぷりんの子も日々刺激
を受けながら過ごす中で、今
では個々に成長が見られま
す。少しの間でしたが色々な
形を試してみて強く感じた事
は、子ども２１名に大人４人体
制よりも、子ども１０名に大人
2人体制の方が目が行き届き
落ち着くということ。
出来るだけ大人の人員と配
置をクリアにして、クラスや子
どもの状態に応じて臨機応変
に環境を整え保育を進めてい
く事が重要だと思います

3学期はトイレトレーニングを
中心に生活習慣の自立を目
指してなるべく手を貸さずに
たくさん言葉掛けをしていま
す。確実に出来ることは増え
ているので、進級に向けて各
自がやる気を持てるように
しっかり声をかけていきま
す。

残りわずかですが、友達や先
生達とたくさん関わって楽し
く過ごせるように工夫してい
きます

皆、活動が活発になり自己主
張がしっかりしてきました。小
さなトラブルが絶えません。
怪我のないよう見守りつつ安
全な保育を心がけます

音楽をかけると、歌やダンス
が好きな子が多く、
YouTubeで、色々な音楽を
流しています。とても、ノリが
良く、とても楽しんでいるの
で、これからも、継続していき
たいと思います。

部屋を、走り回る子が多く、
注意をしても、
何人かは走り続けるので、ぶ
つかったり滑ったりしないよ
う、なぜ走るといけないか
を、きちんと理解できるよう
に、促していきたいとおもう。

一学期ほぼオムツで過ごしま
した。お昼寝後数人トイレへ、
いってしてみようと！声かけ
ました。二学期は、全員トイレ
へ行ってみよう！作戦を取り
たいと思う。

言葉が出ない子供には、とに
かく話しかけて、言葉が少し
でも真似をしたりでも出るよ
うになればいいなと思い続け
ました。
トイトレもできそうな子からや
り始めました。
ぷりんぐみ特有の二学期後半
からグンと成長する伸びが見
られ、個別に進度を変えて
やって行ったのは良かったと
思いました。

歌唱指導で、踊りながら歌い
ますが、みんな、踊るのは好
きなのですが、声を出してう
たうことを、声をかけないと
できないので、自然に歌える
ようになっていけたらと思い
ます。
数人まだ、おむつなので、3学
期に入り、挑戦していきたい
と思います。「無理のないよ
う」

。
3学期より午睡もなくなり遊
ぶ時間が増えます。設定時間
が増えるので色々なゲームな
ども交えたり、制作、簡単な
折り紙などもしたり、色々遊
びを考えてしてみたいと思い
ます。

トイトレを個人的成長に合わ
せて始めたことが、よかった
とおもう。２、３人ずついけそ
うな子供からパンツになり進
めていきおむつがとれまし
た。次いけそうな子供に声を
かけていった。
おかわりの際、ください！と
ありがとうを言うよう声かけ
をしていたら、自然に言える
ようになった。

部屋を走ることが多く、声を
変えても、聞けない子供がい
て、方法を変えなければと思
う

絵の具遊び、スタンプなども
う少し取り入れようと思う。

1学期 2学期 3学期
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1学期 2学期 3学期

・1学期は、人数が少なく、一
人一人をゆっくり見
　る事が出来、トイレトレーニ
ングもスムーズに
　入れた。
・まだまだ出来ない事の方が
多いが、出来た事を
　凄くほめた。そうする事で自
信になって、出来
　なかった事が出来た時に言
いに来るようになっ
　た。

・月齢の違いを痛感した。ま
た、個人差も大きく
　理解力も様々なので、一人
一人の「出来た!」の
　差が大きい。

・初めて経験する事が多い学
年だと思うので、楽
　しい事を沢山知ってほしい。
まだ、不安で泣い
　てしまう子が何人かいるの
で、常に言葉がけ、
　安心出来るようにしたい。
・一人一人の「出来た！」の基
準を決めて、どん
　な小さな事でも、出来た！
という達成感を味わ
　ってほしい。

・話をしている人の目を見る
と言う事を常に言葉
　かけてきた。集中して欲しい
時、大切な話の時
　など、少しずつだが、集中出
来るようになって
　きた。

・一人一人の自己主張が強
く、泣いてでも自分の
　思いを通そうとする子が多
くなった。
・譲り合う事も苦手な子が多
く、色々な場面で揉
　めごとが増えた。

・何かを始めようとしても、誰
かが泣いてしまう
　と、他の子の集中が途切れ
たり、泣いている本
　人も参加出来なくなるの
で、泣かないで思いを
　伝えられるよう、常に言葉
がけ、伝えられたら
　泣いていても頑張った事を
ほめる。

・月案の時に、次の事をする
時の目安として、時計に目印
をつけて、それを目標にする
と言う話を聞き、やってみる
ことにした。時計にちょうちょ
の印をつけ、それを目標にし
たら、お片付けや給食の食べ
る時間など目安になってス
ムーズになった。
・今、「腰骨をたてましょう」を
がんばっています。続けてい
きたいです。

・トイレトレーニングが上手く
いかなかった。園でパンツに
しても、家ではオムツの子が
多く、せっかく、パンツに慣れ
てきても、長期の休みになる
とオムツに戻る子もいたの
で、お家の方にも協力しても
らい進めるようにしたい。

・自分の思いを通そうとして、
泣く子が多いクラスだった
が、成長と共に、自分の言葉
で少しずつ相手に伝える事が
できるようになって来たのも
あって、泣くことも少なくなっ
た。泣かないで、思いを伝え
るよう常に言葉をかけてきた
こともあって、泣いている子
になんで泣いてるのか聞く子
どもの姿も見られるように
なった。

声かけや、一つずつ細かく伝
えることで集中して話を聞く
時間が長くなった。また、次す
ることをホワイトボードに
貼って表したりして、自分達
自身で確認しながら行動でき
ている。

「〇〇ちゃんが〇〇くんが〇
〇している」と伝えにきてく
れてるのもいいが、保育者を
交えず、自分達で伝えられる
ようになって欲しい。
意見を発言する子が決まって
いるのでみんなが平等に意見
を発表できるように環境を作
りたい。

先生に伝えることも大事だけ
どこういうときはこうやって
声かけをするんだよと伝え、
自分達で解決ができるように
少しでもなれるようにする。

一度伝えて、次に何をするの
か理解している子もいれば、
まだ難しい子もいるので何度
も質問をしながらみんなで考
え直しているので今後も継続
していきたい。1日のお約束
を身近なものにすること。

マイペースな子が多く、自分
で周りと遅れていることを気
づき、少しでも「急がないと」
という気持ちが持てるように
なってほしい。

お友だち同士で声掛けをして
いる姿もあるが、大人に言っ
てくることが多い。
同じお友だちだけでなく、い
ろいろなお友だちと遊ぶ。

年中になるといった明確なこ
とが見えてきて、年中になる
にはこれを頑張ろうなどと、
目標を持って取り組むことが
できている子が増えてきた。

最後まで話を集中して聞くこ
とが難しく、「年中さんになっ
たらお話を聞いていないと困
ることが増えるよ」などと声
をかけているが、自分で今は
話を聞く時といことを気づい
て欲しい。また、お友だち同
士で声掛けをして欲しい。

次クラスに向けての関わり。

●うまくいったこと
・入学当初からロッカーへの
なおしかた（お道具箱の名前
が見えるようになおす、粘土
板は自由画帳の上など）を徹
底して声掛けすることで子ど
もたちがなおすときに意識し
てなおすようになった。
・ただ怒るだけでなく、次はど
うしたらいいのかまで一緒に
考えることで同じことをしな
くなった

●継続したいこと
・毎日笑顔で接することを忘
れない
・

・時間に余裕がなくなり、子ど
もたちを急かしてしまう時が
あった。
・

・子どもたちの意見を取り入
れて、やりたい！と思うこと
を実現したい。

1日の間に思いっきり遊ぶ時
間を作ること。
集中してほしい活動の前に遊
ぶことで発散され、集中しや
すくなった。
作品展の活動前や合奏の活
動前にこれをすると効果的
だった。

個々の個性を認められていな
い。
合奏でもそうですが、やはり
出来ない子が目立ってしま
い、その子たちを出来る子に
追い付かせるためにはどうし
ようと考えるばかりになって
しまっています。まだ年少で
団体行動もできはじめている
ところなので、個性を認め、こ
れもありかなと思えるように
しないといけないなとおもい
ます。

Aコースと関わる機会が少な
いので増やしたいなとおもい
ます。

生活発表会のお稽古もあった
中、子どもたちのストレスに
ならないよう、発散できる時
間を作った。お稽古お稽古！
とならず、たまにはお稽古し
ない日や軽く通して終わる
日、いっぱい褒める日を作る
とダレずにできました。

最初の方の舞台練習は緊張
もあってか、きっちりできて
いたのに、お稽古に慣れてき
たのかダラけてしまうことが
あった。

acコースの関わりをもっと増
やしたいと書いていたとおも
うのですが、3学期になって、
aコースの時間に合わせてお
外に行ってみたりすると2歳
さんとも時間が被ったりして
いろいろなお友達と関われた
かなと思います。

年少の子ども達に、見通しを
持って活動に取り組めるよう
不安な気持ちにならないよう
に（特に新入園児は）にどうし
たら良いか考えた所、ユニ
バーサルデザインを用いて保
育を行った。子ども自身で考
える力やお友だちに伝えよう
とする姿、この3ヶ月で想像
以上の成長が見られたので、
これからも継続していきた
い。
　又、自己中心的になるので
はなく人の話を最後まで聞
く。人が喋っている時に喋ら
ない。を徹底していると当初
より周りを良く見て、友だち
が喋り終えてから話す子が多
くなった。（月齢などでまだ自
我が強い子に対して共有はし
てない）が全体に伝えること
で、一人一人が意識できてい
ると感じる。

クラスの問題点は、お友だち
同士のトラブルである。ただ
その半分以上が勘違いであっ
てそんなつもりじゃないんだ
けどな、、と思う事が多い。理
由を伝えても納得できない子
もいてる。クラス全体にこれ
は、押す？当たってしまう？
どっちかわかる？と確認した
ら、理解はできているのです
が（一部除く）いざそうなった
時に、突発的に「おされた！」
と怒っている子がいるので、
この問題点は常に伝えていく
事が大切だも思うので、実践
して分かりやすいように伝え
ていきたい。分かっているの
にわざと大きな声で気づかせ
るそれが、担任へのアピール
ならば問題ではある。

このクラスで挑戦したいこと
は、異年齢交流を二学期から
増やしていきたいと思ってい
る。特に年中とのフードコート
への参加は子ども達自身もの
すごく記憶に残ったようで、
素敵だなと感じた。
　課題は、お友だちの悪いと
ころではなく良いところを見
つける！お友だちの良いとこ
ろをみて、吸収してそれを周
りに伝えられる。そんなクラス
作りをしていきたい。

私が、絵画する事が好きなの
で子どもたちがどうしたら積
極的に絵画に対して取り組め
るか考えて、みんなで映画を
見たり親しみのある食べ物を
題材にしたりした事で、子ど
もたち興味津々で取り組めて
いたと感じました。1番は担任
が楽しんで保育する！事だと
思っているので継続して楽し
んで保育したい！よく子ども
たちの生活を把握して題材提
供することも継続する

クラス全体の問題点は特にな
い、
○子ども個人の課題として
は、自分の気持ちを制御しつ
つ相手の気持ちも考えられる
ようになる事。（一学期よりだ
いぶできるようになっていて
泣いてパニックになる事なく
感動です、、）
○言葉で相手に思っているこ
とを伝える力

一学期、絵画で年少だからと
いってコンテは難しいと言わ
れていたけれど、コンテ画に
挑戦できてよかったと思った
し、自分のやってみたい！絵
画をする方が導入もその後の
色塗りも全部子どもたちと楽
しめると改めて感じれまし
た。
　
三学期には、次の年中に向け
てクラスのみんなとより協力
して頑張れる事、物事を話し
合う力遊びを工夫して提供し
ていきたいし、子どもたち同
士コミュニケーションを取れ
る遊び何個か考えてるので実
践できるのが楽しみです！研
修にも行かせてもらって沢山
の遊びを学べたのでそれも実
践していきたい

戸外遊びで、色鬼、だるまさ
ん、大縄などをすることに
よって、子どもたちの意欲が
さらに伸びたと感じました。
そこに年長さんが入ったりし
たらより子ども達は目を輝か
せていてみていて、少し異年
齢の関わりができて嬉しく思
いました。これからも遊びを
通して関わりたいと思いま
す。
また、複数の友だちと協力し
て何かをやり遂げる時に自分
ばかりでなくお友だちのこと
も考えてあげる。と普段から
言っていたので、揉める事な
く順番にしているのをみて感
動しました。「あかんで。」など
マイナスな言葉を言う子が1
人もいなく、論語の偉大さを
感じましたし、論語は素晴ら
しいと感じましたので続けた
いです。（毎日子どもたちに
意味が伝わるよう工夫しまし
た。）小さいながらに論語の
意味を理解して取り組む子ど
もたちの姿勢が素晴らしいで
す

思っている気持ちなどを言葉
にして友だちに伝えて、その
言葉を理解できる子とできな
い子の差がやはりあるので、
伝えた側の子どもが、、、。と
なる場面が見受けられたら保
育者が仲裁に入って思いを汲
み取って伝えるべきだなと感
じました。「いや。」「やめて。」
なにが嫌なのかなにをやめて
欲しいのか、もう少し詳しく
伝えられるように促せたらと
思います。

三学期ににtryしたいと思っ
ていたことは、子どもたちが
いろんな子と関われるように
戸外遊び（色鬼、だるまさん、
大縄、チケットづくり）などを
通して、実現できてよかった
と思います。
課題の解決策として、年少の
三学期になると徐々に相手の
気持ちを考えることが増える
ようになってきたなと感じる
ので、そう感じられる遊びや
機会を多く設けるべきだなと
感じました。例えば、少人数で
何かを完成させる。自分たち
が作った壁面などを褒め合う
時間を設けるなど。
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子ども同士に一緒に遊ぼうと
声を掛けるよう促したり、お
手伝いを頼むことで、クラス
中が一気にまとまり、仲良く
なれた

困っていても言いに来れない
子どもがまだ数人見られるた
め、その子どもたちへの促し
方や、伝え方

その子どもにあった方法や接
し方、伝え方で少しずつ困っ
てことなどを言いに来れるよ
うにする。言葉がまだ出ない
子どもが数名見られるため、
その子どもたちへ積極的に声
を掛け、話したりしながら、少
しずつ言葉が出るようにして
いきたい。

目を見てありがとう、ごめん
なさいを言うことによって、
必然的に子どもたちも言うよ
うになった、子ども同士でも
声をかけ合うようになったこ
と

行動が遅い、ゆっくり、マイ
ペースな子どもへの促し方

言葉が遅い子どもや発言しな
い子どもには、たくさん関わ
りを持ち、積極的に声をかけ
話す機会を設けた為、子ども
たち自身の気持ちなどを聞け
るようになってきた。
集中力が切れやすく、合奏な
ども一度しか出来ないので、
集中力を付けられるような工
夫、方法を考えていきたい

マイペースな子ども（置いて
いかれたら自分が困ってしま
うと認識している子ども）へ
の促し方は二学期までに比べ
るとよくなったのではないか
と思います。ただただはやく
しないと置いていかれるよ、
ではなく、置いていかれると
こういうことがあって、と理
由を付けたり、誰がどう困る
のか子どもと話したりしたの
で、困りたくないから少し急
ごう、周りと合わせようとい
う考えが持てる子どもが少し
増えたかなと思います。

給食に対する促し方や進め方 後退していたことが、その子
に届く言葉が見つかり始めた
為、また少しずつ前進し始め
ましたが、まだ食へ興味がき
ちんと行かず、遊び食べをす
ることが多いで、そういった
子どもが食に興味を向けられ
るような、なぜ食べなければ
いけないかなどを話しなが
ら、楽しく自主的に声掛けが
なくても遊び食べせずに、食
べられるようにしていくため
にどのようにするか考えるべ
きかなと感じます。

うまくいったこと
　あひる組は大人しい感じの
クラスとクラス発表のとき聞
いて、初めての懇談の時も保
護者の方から人見知りや親以
外の大人の人と話すのが苦
手などと聞いた子どもが多く
て、遊んでいるとに子ども目
線の関わり方(おしりぺんぺ
んやツンツンなど)をして距離
を縮めようと思い実践すると
慣れてくると子どもたちの方
からしてくるようになりコミュ
ニケーションが取れるように
なってきたこと。

継続したいこと
　ゲーム遊びをたくさんする
こと。
　お当番さん頑張ってねの
カードをみんなにも見せる。
　絵本や紙芝居をほぼ毎日読
み聞かせする。

　面倒見が良い子がたくさん
いて私やお友だちのお手伝い
をしてくれるお友だちがたく
さんいるのはとてもいいこと
だが、逆に迷惑になっている
場合があったり嫌な気持ちに
させてしまっていたりと言う
ことがあること。
　嫌なことや気に入らなかっ
たことがあると口で伝えるの
ではなく急に大きな声で叫び
出したり、周りのお友だちも
それにつられて叫び出すとこ
ろ。

お手伝いは素敵なことだがお
友だちの気持ちをまずわかっ
てあげられること。
作ったりするのが好きな子が
多いので折り紙やハガミなど
をあらかじめ用意していて子
どもたちが好きなものを作れ
る時間を作りたい。

・隙間時間にリトミックやリズ
ム遊びを取り入れたこと
・ゲーム（椅子取りゲームな
ど）をしたことで子どもたち
から意見を行けるようになっ
た
・周りを褒めまくる。
・お着替えのとき〇〇くんの
次はだれかなって言うことに
よってお着替えのスピード早
くなった
・お手伝いをしてもらうこと
によってコミュニケーションと
れるようになった

・緊張をすごくするのでいざ
という時に発揮できにくい
・周りのお友だちに影響され
やすい子が多い

飽き性なところがあるので合
奏や劇練習は飽きないように
子どもたちのペースに合わせ
て取り組んでいきたいです。

・生活発表会をきっかけに時
間があってできる時は音楽を
流して子どもたちの好きなよ
うに踊ったり、みんなが知っ
てる振り付けのダンスはみん
なで踊ったこと。
・自分たちで時と場合を考え
たり周りを見て、しっかりと保
育者の方を姿勢を正してかっ
こいいお友だちから名前を呼
んでいくこと。それをしてか
ら子どもたちの聞く態度や何
も言ってなくても自然とカッ
コよく座れる子が増えまし
た。
・時間を決めてお着替え競争
をしました。初めはクラスで
20分以内から始まり、15
分、10分と着替える時間が短
くなってきて、「〇〇くん何
番！」と言われたり、いつも早
い子より早くお着替えをでき
ることへの達成感や早くお着
替えを終わりたいから家で練
習をちゃんとしてくる子が増
えました。

・なんでも1番になりたい子が
多いので早く終わりすぎて、
ゆっくりしている子を待てな
い時があって、その子のこと
を「おそい」とチクチク言葉を
言ってしまう時がある。

・ダンスや歌が好きな子が多
いので、ダンスの中で楽器も
持ってもっとリズムを取って
楽しくできたらいいなと思い
ました。
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お話を始める前の合図がある
と、姿勢を正して目を見てか
らしか返答できないというお
約束を繰り返し伝えたこと
で、その合図で気持ちを切り
替えられるようになったり、
目を見て集中してお話を聞け
るようになったので、２学期
も続けたいと思います。

・園児との関係構築
・幼稚園と家庭の連携
・女の子同士の言葉のトラブ
ル

・愛着障がいについて勉強す
る。
・桃田先生と保護者と対面の
懇談をしたことで、幼稚園と
家庭の連携の大切さを改め
て感じました。5月に幼稚園
での様子を伝えた際にそう
いった話は聞きたくないと
おっしゃっていたので、2ヶ月
電話もzoom懇談も行いませ
んでしたが、やっぱり幼稚園
での現状をきちんと伝えて家
庭での様子もきちんと聞き保
護者と協力しながら、その子
が成長出来るような関わりを
して行かなければならないと
思いました。言葉を選びつつ
も隠さず現状を伝えながら、
保護者との関係作りを２学期
は頑張りたいです。
・女の子同士の言葉のトラブ
ルが毎日10回はあります。
「あの子の喋り方が怖いから
一緒にいたくない」というこ
とにもなってきてしまってい
るので、言葉を発する前に相
手がどう受け取るか考えてか
らお話することを毎日繰り返
し伝えていきたいとおもいま
す。

・子どもたちだけで考えなが
ら活動する機会を設けたこと
(チームごとで)

自分のことだけでなく周りの
環境やお友だちに目を向けら
れるようになった分、言葉の
トラブルが多く、お友だちの
言葉を受け止めることの大切
さを伝えられていなかったか
なと感じました。

お友だちの気持ちに自ら気づ
くこと、お友だちの言葉を受
け止めること、の方法や大切
さを子どもたちに分かりやす
く伝える。

一人ひとりの意見を聞きなが
ら話し合いをする場を設けた
こと。手を挙げて自分の意見
を言えなかったお友だちも、
全員発表する機会を設ける、
簡単な内容の発表にすること
で自分の意見を発表する経
験をたくさんして、自分の意
見を言えるようになったお友
だちが増えました。

・言葉のトラブルが多かった
女の子数名のお友だち : お
友だちのいいところを見つけ
ること、過去のトラブルを引
きずりすぎないこと、お手伝
いを頼む際その女の子数名
全員にお願いすることを３学
期繰り返していると、そのグ
ループで仲間意識ができてケ
ンカが減りました。が、他のお
友だちを見下しているような
姿が時々あるのでクラスみん
なへ仲間意識が芽生えるよう
な働きかけが足りなかったと
反省しました。

昨年度子どもたちが考えた予
定で1日過ごすお楽しみ日を
して、とても良かったので今
年もやりたいなと思います。
去年と同じカリキュラムなは
ずなのに時間がなく、1日時
間をとれるかな、、、という感
じです。

・「靴揃えてね」ではなく「ハー
トさんしてね」とめろん組での
呼びかけ方にすると、「ハート
ハート」と言って並べる様に
なったのでこれからも意識し
て声かけしたい
・おたすけまん

・子どもたちに対する声かけ
・絵画や鍵盤などの保育の進
め方
・時間配分

保育の移り変わりが少しでも
スムーズに
遊びの種類を増やして実践し
たい
子どもたちの姿が一学期を通
して少しずつ分かったので、
声かけもその子がどうしたら
やりたいと思えるのかを考え
る

･後半からですが今日の一日
やることをホワイトボードに
書出すことによって流れを子
どもたちも掴むことが出来た
･給食の後の着替えなど予め
この時間までに終わらせると
みんなで話をしてから始める
ことでそこまでに間に合わせ
ようと意識する子が増えた
（あえて少し早く時間を設定
してみたりもした）

･何かあった時に先生の元に
言いに来ることはいいことだ
けど｢○○くんが〜してた！｣
と言いに来ることがいいと
思っている子もいるので、た
だ言いに来るのではなくお友
達にそのことを伝えられるよ
うに出来るようにしていきた
いです。
･外遊びに行きたい。○○し
たい。と言うだけでゆっくり
お話をしていたり準備をして
時間がなくってしまったりと
いうこともある

外遊びに行くにはゆっくり遊
んだり話をしている時間はあ
るのか、どうすればより長く
遊ぶことが出来るのかを考え
る時間を改めて作る

生活発表会の劇練習やドッヂ
ボールでも話し合う時間を多
く作るようにした。
話し合ったからといって一個
の意見にまとまったわけでは
ないけど、みんなで作ってる・
考えてるという気持ちに繋が
ればいいなと思った。

・席替えくじ引き
楽しみながら様々なお友だち
と関わるきっかけを作れたか
なと思った。

鍵盤ハーモニカの進め方

制作などで不安な気持ちが
多くて作業に取り掛かれな
い。年長さんになったらまた
成長するとは思うが、年中の
うちに少しでも不安を取り除
いて自信をつけてあげたい。

前回の告げ口みたいになって
いる子達への声掛けは まだ
課題かなと思ってます。

鍵盤ハーモニカではもう少し
早くから個人に合ったお稽古
を始めていきたい。
2人体制になることによって
よりしっかり子供たちに着い
てあげることが出来たらいい
なと思います。
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年中さんということもあり、
お友だち関係と自分で考える
ことを大切に、この一学期を
過ごして来ました。一人遊び
からお友だちと関わる遊びが
出来るようになってきている
一方で、お友だちの輪に入れ
ない子もいたので、一緒に遊
びに入ったり、お友だちの輪
に入るきっかけを作ったりし
ました。初めは、緊張もあり一
人遊びだったお友だちもお友
だちと遊ぶ姿が見られるよう
になってきました。
自分で考えるということに関
しては、何かを伝えた後に、子
どもたちが「先生何するん？」
などと聞きに来た時に、「何す
るんだったっけ？」と問いか
けて一度考える時間を作った
り、ホワイトボードに書いてや
ることを伝えたりしました。や
ることが分からなくなった時
にお友だちと話し合ったり助
けあったりしていました。これ
からもこの2つは続けていき
たいです。

もも組のお友だちにとって、
メリハリをつけることがすご
く難しいように感じます。自
由遊びやトイレの時間など、
動きがあった後に、朝の会な
ど静かに話を聞く時間が来る
と、お話をしてしまう子がい
たり、気持ちを切り替えるこ
とが出来ない子が多いように
感じます。また楽しいことが
あると説明を聞いたり、話を
聞くのも苦手になるようで、
一度気持ちが引き締まるよう
な声掛けが必要です。

メリハリをつけることに関し
ては、集中をこちらに向ける
ために、「拍手を〇〇回！」な
ど楽しみながら注目を集めて
気持ちを切り替えられるよう
に現在はしていることが多い
のですが、それを継続すると
とも、トイレに行く時に歩いて
行くことを徹底したりして、気
持ちを落ち着ける時間を作り
たいと感じました。
どろんこ遊びで川を作ったこ
とを通して、思ったよりもお
友だちと協力して何かをする
ことが出来るんだなと感じま
した。二学期からはお友だち
と協力して何かを行える場面
を多く設けたいと思います。

話し合う時間を多く作ったこ
とは上手くいったことだと考
えます。行事だと運動会や作
品展の他、普段の保育でも子
どもたちと話し合う時間をと
るようにしていました。もも
組はなかなか頑張ろうという
スイッチが入りにくいお友だ
ちが多いので、話し合う時間
をとることで、子どもたちが
これからやるぞというワクワ
ク感をもってくれたように思
いますし、自分たちで考えた
からこそやろうと思ってくれ
たと思います。一学期から継
続してやっていたので子ども
たちから意見が出ることが多
くなってきました。
また、子どもたちを叱る時に
『先生はみんなにこうなって
ほしくないからこうだと思っ
てお話してる』と伝えたり、話
し合う時に『先生は〇〇だと
思うけどみんなはどう思
う？』などと、先生としての自
分の思いをより子どもたちに
伝えるようにしていました。
それは言葉できちんとコミュ
ニケーションがとれるように
なってきたお友だちときちん
と向き合い、通じ合おうと
思ったからです。子どもたち
はそうしたことにより、叱られ
た時に納得をすることが出来

先程、上手くいったことでも
書いたのですが、もも組のお
友だちはやる気スイッチがな
かなか入らないクラスなの
で、子どもたちわ乗り気にさ
せるのが難しいと思います。
運動会では、当日は楽しみだ
けどお稽古は頑張れない様
子が見受けられました。私と
しては、お稽古などを通した
経験も大切にしてほしいの
で、そこでやる気スイッチが
入ってほしいと思います。

課題の解決策ですが、やはり
子どもたちと話し合いをして
自分事として物事を捉えられ
ることが出来るようにするこ
とや、たくさん褒めてもっと
頑張ろうと思えるようにする
ことが大切だなと思います。
またお稽古を重ねるとだれて
しまうこともあるので、時々
息抜きをしながら切り替えて
頑張りたいです。
新たに挑戦したいことは、劇
でも子どもたちの意見を多く
取り入れることです。発表会
に向けて合奏など様々なこと
が進んでいますが、劇はうさ
ぎとかめで対決する内容があ
るので、役を決めて、対決す
る動物同士で対決方法を決
めてもらいました。これから
どのように舞台で表現するか
も話し合っていきたいです。

三学期、一番上手くいったと
感じたのは発表会です。この
一年間、様々なことを子ども
たちと話ながら意見も出し
合って決めて来たので、日々
やってきたことを保護者の方
に少しでも分かってもらえる
機会にもなればなという思い
もあり、いつも通り劇の内容
や役柄、対決内容、色々なこ
とを子どもたちに意見をも
らって行いました。子どもた
ちもこの一年間の経験を通じ
て意見を言える・持てるお友
だちがすごく多くなってい
て、そのことを実感出来まし
たし、子どもたちも意欲的に
取り組んでくれました。
また、保育室で隙間時間に
ゲームをすることもあり、いく
つかやる中で子どもたちから
「こんなんあるで！」と新しい
ゲームが出てくるようになり
ました。子どもたちが自分の
考えたことを言える環境に出
来たこと、子どもたちが自分
の意見を伝えることが出来る
ようになった感じることが出
来てすごく嬉しかったです。
戸外遊びでも『初めはみんな
で遊びたい』と言う子が多く、
子どもたちが考えたゲームで
盛り上がっています。

やはり活動と活動の間の時間
など『用意』の時間がなかな
か短くならなかったのが課題
だなと感じました。ゲームが
好きな子どもたちなので、
ゲームを取り入れて用意をす
ると素早くそして的確に用意
を出来るのですが、ゲームを
必ず取り入れることが出来る
とは限らないので、そのよう
な時には時間が多く必要だっ
たと感じます。周りを見て急
ごうと感じられているお友だ
ちもいれば、周り関係なく自
分のペースですすめようとす
るお友だちもいるので、解決
策を見つけて来年度に活かし
たいです。

子どもたちの意見を取り入れ
たり、話し合う機会を持つこ
とは、学年の重点にもなって
いる『自分の思っていること
や感情を素直に表現できる』
に繋がると思うので来年度も
続けていきたいと思います。
今年度、三学期に入ってから
子どもたちからゲームや遊び
の提案が増えたことで、戸外
遊びのバリエーションがすご
く増えたように思いました。
それを活かして遊具以外でも
様々な道具を使って楽しんで
遊びたいです。
用意の時間については、来年
度の子どもたちの様子を見な
いと分からないところがあり
ますが、見通しをもてるよう
にすることが大切なのかなと
思います。今も一日の予定は
子どもたちに伝えています
が、伝えていることをもっと
活用できたらなと思います。

　初めは割とおとなしいクラ
スだと感じ、反応がすごく薄
く、温度差がすごかったので
すが、私は去年と変わらず、
テンションをあげ、楽しい方
向にもっていっていました。
少しずつクラスの雰囲気もよ
くなってきて、楽しいことや
嬉しいことがあると、いろん
な子がいっぱい笑ったり
「やったー！！！」と口に出し
て表現できるようになってき
ました！クラス全体も明るく
なりました。そして、切替を上
手にできているなと感じま
す。また、今年は自分自身絵
画に力をいれています！今ま
であんまり、絵画が好きでは
なかったのですが、今はすご
く楽しみになっています　子
どもたち一人一人の想像力や
工夫を見るのが楽しみです。
そのためにどんな絵画をする
かよく考えたり、説明をしっ
かりすることを頑張ってます

要配慮児への関わり方の難し
さを感じています。生活のリ
ズムに慣れて来たからこその
「やりたくない」が増えてきて
いる様子が見られ、「やれば
出来るのにやらない」という
行動に対して、どう関われば
良いか悩んでいます。

要配慮児への対応
運動会の練習に入るので、み
んなの意見を聞き、団結しな
がら取り組みたい

　作品展の準備→今までの四
年間で1番子どもたちの意見
を尊重しながら、私も楽しみ
ながら進めることができまし
た。毎日今日は何ができるか
な？と楽しい毎日でした。子
供の想像力は大人の想像力
を超え、どんどんひらめきが
出てきて、自分のしたいよう
に、楽しみながら作り、それを
展示することができたのです
ごく良かったです。

　歌の歌い方→伸ばすところ
や、どういう風に歌うか歌に
合わせて指導することを心が
け、子どもがのびのびと歌え
ているように思います。

　絵本の読み聞かせ　→絵本
や紙芝居を読み聞かせること
は好きで、子どもたちもその
時間になるといつも「やった
あ！！！」と嬉しそうです。絵
本からみんなで話し合ったり
することもしていて毎日１.2
冊は読みいろんなお話に触れ
ています。

子供同士の言い方、大嫌いと
言ったり嫌なことをしたり、
言葉が達者になり思考がいろ
いろ考えられるようになった
分、そのようなことが増えて
るので、対応していきたい

子供同士の話や、小さな変化
に気づくことができるように
し、ひとつひとつの時間や出
来事を大切にして過ごしてい
きたい

・生活発表会・・・毎回のおけ
いこを次につなげるように終
わらせるようにした
がんばりシールでやる気上昇

・子どもたちの観察、対応・・・
発表会が終わり、落ち着いた
ので一人一人の観察や分析。
対応を前より更にゆっくりで
きるようになった
年度当初はなかなか友達関
係を築くのが難しかった子が
最近お友達と遊んどり話すこ
とが増え、お名前を呼ぶ機会
が増えている

また要録を書いたりする中で
一年間の成長を改めて見直
すことができた

・おもちゃの増加・・・おもちゃ
が増えたことで自由遊びが豊
かになった　床でブロック、机
ではパズル、キッチンなどあ
る程度の空間ができごちゃご
ちゃしなくなった、遊びを選
びやすい

・今学期も忙しい中毎日１.2
冊は紙芝居、絵本を読めた

成長の記録の記入の必要
性??
それより箇条書きでもその子
の特徴を学期ごとに簡単にま
とめたものを引き継いだ方が
次の先生も自分自身も復習し
やすいなと思う

problem同様



KEEP PROBLEM TRY KEEP PROBLEM TRY KEEP PROBLEM TRY

1学期 2学期 3学期

公開保育で学んだことをイン
プットするだけでなく、子ども
たちに、アウトプットすること
ができた。具体的に水遊びで
は、赤、青、黄色から多くの色
を作り出し、カップに並べて
虹をつくっていたり、子供の
可能性に驚きました。

積極性がまだ少ないと感じる
ので、子どもたちの「やりた
い」を引き出せるような声か
けや保育を心がけたい。

子どもたいの「やりたい」を引
き出しながらも、自分の中で
「こうしたらよかったなぁ」と
後悔がないように引き続き子
どもたちと向き合って保育し
たいです。

・決め事をするときに、私が
誰かを選ぶのではなく、子ど
もたち同士で話し合うこと
・小学校に向けて片付け給
食、活動など、常に時計を見
て時間配分ができるように声
をかけることで、子どもたち
同士で終わりの時間を見越し
て遊びを考えることができた
り、終わりの時間を声をかけ
なくても、子どもたちで「時間
になったよ」と声を掛け合う
ことができてきた。
・

・みんなで話し合いをしてね
と言うと、じゃんけんになる
ことが多い
・意見を言う子が固定され、
保育者から尋ねてないと言え
ない子はいつも言えない状況
が多い。

・やった遊びは自分の引き出
しとして、繰り返すことが多
いが、自らの遊びの発見や発
展が少ないので、自ら発展で
きるような声かけをする。

・子どもたちの意見を取り入
れる保育。よく尋ねることが
多かったからか、2学期後半
にぬると自分から意欲的に意
見を伝えてくれる子が増えま
した。
・発表会では、それぞれの役
が主役のようになる脚本で、
1?5人と役の人数に偏りが
あったが、全員の1番やりた
い役を選んで演じてもらえ、
子どもたちも楽しんで、する
ことができていた。
・子ども同士でトラブルが起
きたときに間に入って「なん
て言ったらいいかな？」「ごめ
んね」というやりとりだけで
なく、「先生遠くから見てるか
ら解決したら、教えて」など、
子どもたち同士で考えられる
保育を続けていったところ、
子どもたち同士で納得して解
決できることも増えてきた。
・「お部屋で待ってる時は走っ
たらだめ」と伝えるのではな
く、「先生戻ってきたら走って
ケガしてたら悲しい」なんで
ダメなのか理解できるように
理由を説明し続けてきた。3
学期後半は、「先生が悲しくな
らないように座ってたよ」と
子どもから言ってくれて、子
どもたち同士の声掛けに感動
した。

・子どもたちのやりたい気持
ちを尊重はしたいが、できな
いこと「みんなでユニバに行
きたい」や、難しいこと(幼稚
園全部でかくれんぼなど）の
対応が難しいと感じました。
その時は、じゃー「大人になっ
たら行こう」「さくら組?お遊
戯室までを使ってしよう」な
ど声をかけたが、納得はいっ
ていないようだった。
・やりたいことの主張を聞き
入れるのと、わがままを聞く
の違いを子どもに伝えるこ
と。

・去年できなかったこと、子ど
もにしてあげたかったこと
を、この1年全部できたので
やりきった気持ちでいます。
・またいつか、他の保育現場
に行ったときに経験を生かし
ながら、違うところでの新し
い保育を吸収したいです。

トイレの入り口にスリッパを並
べましょうと表示したこと、毎
日の声かけ、並べてくれた子
をその場で褒めたりみんなの
前で褒めることでみんなの意
識も変わりトイレのスリッパを
複数の子が並べるようになっ
たのでこれからも継続した
い。
周りの安全を確認しながら子
どもたちと一緒に楽しむ。(水
遊び、プール遊びで濡れる)
水をかけていいよ！と言うと
水が苦手な子や魚釣りなどで
あそんでいる子も笑顔でかけ
ていたのでうまくいったと思
う。

オンオフの切り替えが難し
い。すぐにお喋りをして静か
にできないところが課題。毎
日声かけしたり、前に担任が
立った時に静かにするお約束
をしても難しい。◯??の旗を
作って◯は喋る??は黙ると
視覚のサインもしてみました。

色々な材料を取り入れた壁面
作り。運動会に向けてリレー
の特訓。
課題や問題点の解決策は見
つかっていません。試行錯誤
中です。

運動会当日に子どものやる気
をもっていけたこと。周りを
見て何をすべき時か判断でき
る子が少し増えたこと。

聞いてていい気持ちにならな
い言葉を言う子が増えてき
た。

その都度、声かけしたり、子ど
もたちと話し合う場を設け
る。
小学生になるに向けて周りを
見たり周りのペースに合わせ
て物事を取り組めるように子
どもに声かけして進めていき
たい。

子どもに声をかけ続けたこと
で、嫌な言葉を口にする子が
減った。「そんな事言ったらダ
メだよ」と言える子が1人でも
増えた

まだ相手のことを考えられず
発したりしてしまう子がいる
こと

言い続けてもしてしまう子に
対しての対策

リレーの練習をしているとき
には負けて悔しいなど、何か
をしたときに子供の気持ちを
受け止めるだけじゃなくて私
の気持ちを伝えると、子ども
たちからも私僕も悔しいから
もう1回やりたいと、感情が増
えていたのでこういったきっ
かけから気持ちが一つになっ
ていくと思うのでそこを続け
ていきたいです。

お友達間で合う合わないがあ
り、お家であの子が嫌とお話
ししている子どもがいるので
そういったことの関わり方の
ヒントをまだやって伝えてい
くかが課題かなと思います。

二学期はお泊まり保育や運動
会など、行事がたくさんある
ので全員が本気で取り組める
ように、普段の練習から一生
懸命取り組んで行きたいで
す。

行事に向かって頑張る力 集中力が長く続かない子供が
多い。
集中力が保たずに保育者が
話をしているときもお友達と
話してしまったり、鼓隊だった
ら太鼓を鳴らして遊んだりす
る様子がみられる。

キラキラマンを決めたり、ライ
バルを見つけることでやる気
がより出ると思うので、やる
気を引き出しながら楽しく
やってきました。

メリハリをつけて行動できる
ように、スイッチを押してねと
体の部分を押すようにした
り、どうしてこの活動に取り
組んでいるのかを意味を伝え
ることで、子どもたちもより
意欲を持ってたくさんの行事
に参加することができていま
した。他には友達のとトラブ
ルで自分たちで解決できるよ
う話し合いを促していまし
た。

理解してすぐに行動ことが他
のクラスよりも比較的難しい
お友だちが多かったので、素
早く行動するということが問
題点でもあり課題点でもあっ
たなとおもいます。

解決策として常に周りを見て
行動するよう声をかけたり、
側に理解が得意なお友だち
をおいたりしていたので解決
できてきたかな？と思いま
す。
小学校に行くと給食の面だっ
たり、マイペースなお友達の
行動か少し心配ではあります
が幼稚園で学んだ力を活かし
て欲しいなと思います。



KEEP PROBLEM TRY KEEP PROBLEM TRY KEEP PROBLEM TRY

1学期 2学期 3学期

・製作や楽しい行事の話をし
ている気になることを書いて
くれるのは嬉しいが最後まで
聞くことを覚えてほしく、話
終わった後に「何か質問あ
る？気になることある？」と
聞くようにしている。そうする
と色んな質問出てきて、
「あー、これがわからんかった
んか」と私も納得する時もあ
る。

・友達同士のトラブルが多く、
子供同士嫌な部分を見つけ、
言いにくることがある。
・子供同士仲がいいのに遊び
の度が超え、怪我してしまっ
たり、よかれと思って注意し
合うのが相手からしたらきつ
く不快に思ったりと相手のた
めに伝えるのにトラブルにな
り仲介が難しかった。

・いいところを探したり偉人
伝で学んだ仁の心を持つこと
が大事と分かり、「今日の優し
い仁の持ってる人」を発表し
たらゆっくりとだが何かをし
ようと思える子どもも多く
なった。
・絵本でありがとうをどんど
ん言っていこうのような内容
を読んだりしていると、クラ
スも少しずつありがとうが増
えていった。
・挨拶を先に言われるのでは
なく、自分から言おうねとこ
まめに言っていたので朝登園
したら「色んな先生に挨拶し
てきたよー」と言う子供も増
えてきた。

・偉人伝で仁を持つ、相手の
ためになにかする、優しい心
を持つが子どもたちの心にす
ごく響いていてその心を大切
にしたい。
・前回の振り返りで質問を聞
くようにしている点は継続し
たい。話がより深まるのでス
ムーズにできる。

・小さいトラブル（子どもから
したら大きいトラブル）を言
いにくることがある。許して
あげたらいいのにって思うこ
とがありお互い納得する解決
策が難しい。
・毎回話し終わった後に必ず
と言っていいほどわからない
とこ聞きにくる子がいてるの
で、どうやって注目させるか
考え中。遊んでいて着替えな
いとか時間を言ってもやらな
い時があるので、それも考え
中

・3学期になると劇の練習も
始まるのでみんなでセリフや
歌を考えて楽しく練習を進め
ていきます。

・劇みんなで振り付けなど考
えていってクラスのみんなと
団結して楽しくやり遂げるこ
とが出来た。
・答えを出すのではなく子供
たちに考えれる雰囲気を作る
こと。

・話を伝える際にほぼみんな
は聞くが毎回後で質問する子
がいてる。
・子ども同士のトラブル、お互
い言ってることがわかるが納
得出来るような声掛け。

・話をする際必ず手を止め注
目出来る環境を作る。
・子ども同士のトラブルがあ
る時お互いが納得するように
話を聞き仲裁には入るが子ど
も同士で解決できるようにし
たい。

・年少組では今年度初めて4
月のカリキュラムを「子どもた
ちと仲良くなる」に変えまし
た。遊びの中から「先生と子
どもたち」「子どもたち同士」
の関係が来年に比べグッと縮
まったように感じます。

・補助の先生方と嶋田先生と
の交流。
嶋田先生に自己紹介をしてい
ただき、補助の先生方には加
配に入っているクラスの気に
なることを事前に伝える事
で、嶋田先生に今後着目して
見ていただくポイントが定
まったと思います。

・私自身クラス補助・バス添
乗・ホームクラスの補填に入
るとデスクワークをする時間
が取れない日が多くあったの
で、効率よく仕事ができるよ
うなシフトを組まないと…と
思います。

・月案を試行錯誤しながら進
めています。
先生方にとって大事な事、語
り合ってもらいたい事をピッ
クアップして、掘り下げられる
議題を提案できたら良いなと
思います。

・毎日遊ぶ各クラスのおも
ちゃ・絵本の見直しをした
い！！！です。

・どんなおもちゃが楽しいだ
ろう、と考える時間も取れず
に1学期が終わってしまいま
した。年中さんのフードコート
ごっこのように自分たちで
作った物で長く遊べる、繋が
りのある保育は素晴らしいと
思います。既成のおもちゃも
増やしたいと思いますが、手
作りの物も考えたいです。

・絵本が多すぎて汚すぎて…
夏休みに全クラス本棚の整理
をしてみませんか？

先生たちとの距離感。私自身
一歩引いて関わるように意識
して過ごしました。

年中・年少と保育補助にま
わっていると、各クラスでの
差を感じることがあり、基礎
の部分や導入の仕方をじっく
り話し合ってから進めていけ
るようにしないといけないな
と反省しています。

関係性作り
⇒惹き付ける
1対集団
絵本の読み聞かせが一役買っ
ている？

集中力

今まで伝承されていた保育活
動や、カリキュラムは大切な
事が沢山含まれているから続
けて行ってきた事だと思うの
ですが、縦の繋がりがもっと
意識できるようなカリキュラ
ムの構成を考え直していきた
いと思います。

昨年やっていたから、絶対し
ないといけない！ではなく、
来年に向けて今の学年ではこ
のポイントを頑張っておこ
う！といった先を見据える事
の大切さを感じながら保育を
進めていけるように。先生方
の意識改革をしたいです。

・大きな行事もありましたが、
日頃から子どもたちと話し
合ったり、物事を決めたりす
る過程を大切にしているクラ
スが多く見られます。3学期
はクラスの絆がぐっと深まっ
ているように感じられて、補
助に入る度に成長を感じられ
ます。

・先生主体で色々決めていた
事を、子ども主体で考える意
識が先生方についてきている
気がします。

・月案のあり方を見直したい
です。

・淡野先生が先生方に絵本の
読み聞かせの大切さ（集中力
アップ）を伝えてくださってい
ましたが日頃のクラスの本の
収納・管理が行き届いていな
いように感じます。
子どもたちに読んであげた
い！と思う本を揃えるところ
から…でしょうか。早急の課
題です。

・今までのカリキュラムを文字
化していますが、年度末の話
し合いだけではなく、先生方
から子どもたちのために経験
させてあげたい事などのアイ
ディアが出て、実践できる機
会を多く作れる体制にしたい
です。


